
１．陸奥湾沿岸の特性
うねりの入湾が少なく比較的穏やかですが、季節風の強い冬季にはかなりの風浪が発生し

ます。また、水深が深く、湾の中央部で40メートル以上あるため、錨泊に際しては自船の揚錨
能力を十分考慮する必要があります。
2.入航上の注意
陸奥湾内は、年間を通じて、湾内距岸3～4海里以内に、ほたて貝などの養殖施設が多数設

置されています。過去には、陸奥湾内において錨泊中の大型船が走錨して養殖施設に乗揚げる
事案が発生したほか、避泊船舶の投錨により、養殖施設を損壊させる事案が発生しています。
また、冬季間においては、「たら底建網」が設置されます。
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船橋に備え置いてください！

R5.４.１ 作成

各海域（港）最寄りの海上保安庁の事務所や地方運輸局で配布している走錨事故防止ガイドラ
インとともに、船橋に備え置いてください。
！

揚錨時、アンカー
にぶら下がるホタ
テ養殖の漁具の
ようなもの

<青森海上保安部HP>http://www.kaiho.milt.go.jp/02kanku/aomori/

陸奥湾沿岸には養殖
施設が多数設置され
ていますので、少なく
とも陸岸から4海里以
上離しましょう！

避泊錨地


